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正 誤 表

頁 誤 正

89 (10行目)

････劣化が生じないことが予定できる････ ････劣化が生じないことが予想できる････

100 (解4.2)式 (解4.2)式
２ １／３ ２ １／３γ Fc γ FcＥ＝33.5×Ｋ ×Ｋ × × Ｅ＝33.5×Ｋ ×Ｋ × ×１ ２ １ ２
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102 (解説図3.5 上から3つ目の図)

Fc m Fc m

145 (解説表5.7 タイトル)

（フライアッシュＢ種・低熱ポルトランドセメ （フライアッシュＣ種・低熱ポルトランドセメ

ント） ント）

222 (表10.1〔注〕(4))

(4) て用いる副帯筋や････ (4) 帯筋，あばら筋では，末端部の折曲げ角度

を135ﾟまたは180ﾟとし、折曲げ角度90ﾟは帯

筋と併用して用いる副帯筋や････

264 (空白部) 下表を追加

[参考] (解12.1)式中の係数α，βの測定値

W / C スランプ 単位セメント量 練上がり温度実測値
α β( % ) (cm) (kg) (℃)

306 28.0

61 18 306 30.5 0.4 1.8

306 27.8

296 28.1
61 15 1.0 2.7

296 28.3

49 12 372 28.2 0.5 3.0

43 15 394 31.2 1.8 3.4

343 (表14.8〔注〕(1)後半)

････試験結果の平均値が，養生温度補正強度以 ････試験結果の平均値が，養生温度補正強度，

上であれば合格としてよい． 構造体補正強度または気温補正強度以上であれ

ば合格としてよい．

366 (6．結果の計算)

供試体の乾燥状態の質量 供試体の乾燥状態の質量
乾燥単位容積重量＝ 乾燥単位容積質量＝乾燥前の質量－水中質量 乾燥前の質量－水中質量
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